
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修学支援事業基金 

  

 木花・清武の両キャンパス及び錦本町ひなたキャンパスにおいて農学部生が実習で生産した美味し

い新米（2kg）を、2,940名に無料配布しました。 

 近年の米価の上昇やアンケートでも、「食」に関する支援へのニーズが高まっており、農学部の協力を

得て実現しました。学生からは、「同じ大学の学生が作ったお米を食べるという貴重な機会を得たとと

もに、日々の食生活の負担を軽減できました。」といった喜びの声が寄せられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般基金 01 

学生の修学支援・就職支援、国際交流活動、

キャンパス環境の整備、課外活動支援など、

より快適な教育環境の整備の充実を推進し、

魅力ある大学づくりに活用します。 

医学部漕艇部、艇庫撤去を受け 

再建へ一歩ずつ 

  

一般基金         703件      166,760,703円 

修学支援事業基金      12件           945,500円 

研究等支援事業基金        1件            50,000円 

前年度繰越              329,139,164円 

合   計             496,895,367円  

  

  

活動報告・収支報告の詳細は

こちらからご覧いただけます。 

・学部・研究科等の教育研究活動支援 
・医療人育成共創拠点形成事業募金活動 
・農学部創立 100周年記念植樹看板・銘板整備 
・地域資源創成学部創設 10周年記念基金 
・松尾壽之賞 
・課外活動支援（サークル・団体等） 
・障がい者スポーツ振興 
・国際交流事業（ミャンマー人留学生支援） 
・外国人卒業生（アフガニスタン等）の人道支援 
・農学部附属動物病院支援事業 等 
 
 
 

  Focus 

２０２５（令和７）年度 

  宮崎大学基金 活動報告書  

本基金の活動趣旨にご賛同いただき、多大なご支援を賜りましたみなさま
に心より御礼申し上げます。 
  

宮崎大学基金は、学生の修学支援や若手研究者支援、教育研究環境の充実を目的とし、

「一般基金」「修学支援事業基金」「研究等支援事業基金」の 3つで構成されています。 

令和 7年度寄附受入実績 

 

 主な支援・活動内容  

02 修学支援事業基金 経済的理由により修学が困難な学生や障がいのある学生を

支援するために活用します。 

農学部生が生産した美味しいお米で 学生に「食」の支援 

2027 年に宮崎で国民スポーツ大会（国スポ）の開催が

予定されています。開催に伴った整備のため、医学部漕艇

部がこれまで使用していた艇庫が取り壊されることとなりま

した。 

現在、医学部漕艇部では艇庫の再建を目標に、支援の

呼びかけを行っています。多くの卒業生の皆さまからご寄附

を賜り、心より感謝申し上げます。 

目標達成に向けて、引き続き皆さまの温かいご支援を賜

りますようお願い申し上げます。 

 

△新米を受け取った学生達 

△気球部の活動の様子 △国際会議での集合写真 



 

 

 

 

 

 

03 

研究等支援事業基金 

学生又は不安定な雇用状態にある研究者への研究等支援に活用します。 

１． 研究活動への支援 

２． 論文の刊行・学会等への参加等、研究活動の成果を発表するために必要な支援 

３． 研究者として能力及び資質向上を目的とする交流を促進する事業への支援 

大学版ふるさと納税とは 

本事業は、地域や大学を良くしたい、応援したい方のための、教育

機関応援に特化したふるさと納税プラットフォームです。 

返礼品はありませんが、メールマガジン等を通じて、大学の活動

などの情報を定期的に発信し、支援者の皆さまに"今"を知っていた

だけることで大学とのご縁をつなげる、産学官が一体となった取組

みです。宮崎⼤学は、宮崎市の「ふるさと納税」を通じて、地域貢献

を推進してまいります。 

 宮崎市「大学版ふるさと納税」事業に参加しました 

  

 

      宮崎大学 企画総務部 総務広報課（基金事務担当） 

                       E-mail：kikin@miyazaki-u.ac.jp     TEL：0985-58-7790 

 

活動の状況はこちらからも

ご覧いただけます。 

Topics 
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宮崎大学清武キャンパスにおいて、「医療人育成共創拠点形成事業」

の主要プロジェクトとして整備された「篠懸（すずかけ）ホール」のオ

ープニングセレモニーが開催されました。本施設は臨床講義室 205 を

約 1 億円で全面改修したもので、当日は学内外から約 200 名の関係者

が出席しました。学長らによるテープカットの後、式典では関係者の挨

拶や寄附者の祝辞、卒業生による記念講演が行われました。 

学生代表は「この新たな学びの場で仲間たちと切磋琢磨し、共に成長

し合える医療人を目指したい」と力強い決意を述べ、最後は病院長によ

る閉式の辞で締めくくられました。 

今後、篠懸ホールは次世代の医療人を育成する教育・研究の拠点とし

て広く活用されることが期待されます。 

改めまして、本事業への温かいご支援に心より感謝申し上げます。 

 

 

「篠懸ホール」オープニングセレモニー開催 

教育機関と地域を応援する「SCSK のふるさと納税」 

宮崎大学のページはこちら→→→ 

【宮崎大学基金に関するお問い合わせ】 

【t 

△宮崎市、SCSK 株式会社、および宮

崎市内の３大学（宮崎公立大学、南九

州大学、本学）による合同記者会見の

様子 

△セレモニーでのテープカット 

△式典の様子 

mailto:kikin@miyazaki-u.ac.jp

